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非常持出品の
備えをしよう

●非常持出品は、すぐに持ち出せるところに備え
ましょう。数日間生活できるよう、日用品の備
えも忘れずに。

消火器を準備しよう

●揺れがおさまったらまず火元の確認を。台所
付近に用意しておきましょう。

地域防災訓練など
に参加しよう

●防災訓練で避難場所やルートを確認し、応急
救護法などを習得しておきましょう。

家族で防災会議をしよう

●いざという時の行動は？避難場所は？家族で
話し合っておきましょう。

家具などの転倒防止
対策をしよう

●高さのある家具や家電は、転倒防止のため器
具で固定しましょう。

必ず、生き残る。
大切なのは日ごろの備えです。
５つの基本対策をご紹介します。

番外編

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
半
。

東
日
本
大
震
災
の
記
憶
が
徐
々
に
薄
れ
る
と
と
も
に
、
防
災
意
識
も
薄
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

今
回
、
田
原
市
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
田
原
市
内
の
被
害
状
況
予
測
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
い
ま
一
度
、
災
害
に
対
し
て
向
き
合
い
、
必
ず
、
生
き
残
る
た
め
に
、
必
要
な

備
え
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

必
ず
、
生
き
残
る
。予

測
調
査
結
果
で
は
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
が
震
度
６
弱
以
上

の
強
い
揺
れ
と
な
り
、
震
度
７
の
地
域
で
は
、
建
物
全
壊
・

焼
失
率
が
40
％
以
上
と
な
り
ま
す
。

　

被
害
が
最
大
と
な
る
ケ
ー
ス
で
の
市
全
体
の
死
者
数
は
、

１
５
７
１
人
、
う
ち
津
波
に
よ
る
死
者
が
９
８
８
人
と
全
体
の

63
％
を
占
め
、
中
で
も
堀
切
、
伊
良
湖
校
区
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
被
害
は
、
揺
れ
や
津
波
、
火
災
な
ど
に
よ
る
全
壊
、
焼
失

が
1
万
２
４
２
３
棟
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
田
原
中
部
・
神
戸
・

田
原
東
部
校
区
な
ど
の
建
物
密
集
地
に
お
い
て
、
揺
れ
に
よ
る
大

き
な
被
害
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
津
波
後
の
浸
水
や
漂
流
物
な
ど
に
よ
る
孤
立
地
域
が
発

生
す
る
予
測
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
公
共
施
設
の
耐
震
化
や
避
難
場
所
・
避
難
誘

導
看
板
の
整
備
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
正
確
な
災
害
情
報
を
収
集
す
る
た
め
、
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
か
ら
は
、
津
波
到
達
ま
で
に
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
避
難
困
難
地
域
（
小
中
山
町
・
堀
切
町
）
に
人
工
高
台
（
津

波
避
難
マ
ウ
ン
ド
）
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
必
ず
、
生
き
残
る
た
め
に
何
を
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
一
度
、
向
き
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

田原市南海トラフ地震被害予測

死者数・・・1,571人
建物被害（全壊・焼失）・・・12,423棟

※田原市で被害が最大となるケース（被害数の多い地区上位5地区）
　全地区の被害予測数は、市ホームページをご覧ください。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/emergency/

◦建物倒壊による死者数

校区 人数
中山 76
福江 48
泉 46
赤羽根 42
田原中部 38

◦津波による死者数

校区 人数
堀切 602
伊良湖 124
中山 89
福江 35
泉 35

◦建物被害

原因 校区 棟数

揺れ

田原中部 1,647
神戸 1,512
田原東部 980

津波
堀切 554
伊良湖 111

【理論上最大モデルの震度分布図】
※陸側ケースと東側ケースの最大値
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